
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師
90％以上とする。

・校内研究の際、全職員で学力向上対
策評価シートの確認を行い、取り組みの
促進を相互に促す。 C

・９月末現在、職員によるマイプランの成果指
標達成７８％。再度、学力向上対策評価シー
トの確認と、取組の促進を促すことで、90％以
上を目指す。

・ ・

脇本・深堀
○分かる授業の構築 ○学校評価アンケート項目「授業が分か

る」の肯定的回答が80％以上とする。
・全教科で「めあて」「まとめ」「ふりかえ
り」を実施する。
・小規模校でできる「主体的・対話的で
深い学び」の指導方法を工夫する。 B

・９月末現在、児童生徒の学校評価アンケー
トで「授業がわかる」の肯定的回答が８５％、
職員へのアンケートでも「「分かる･できる授
業」を目指した授業を行っている」の項目で８
５％であった。今後も校内研の時間を中心
に、指導方法の工夫について情報交換や共
通理解を図っていく。

・ ・

脇本

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○年間計画に基づいて道徳の授業を
行った教師を９０％以上とする。
〇人権・同和教育を推進する。

・各学年で年間計画に従って道徳の授
業を行う。
・年に1度は必ず「いのちの授業」を行
い、授業を公開する。
・人権集会や平和集会を開催し、児童生
徒の人権に対する意識を高める。
・やまびこ広場で担任以外の教師にも
講話を行ってもらい、児童生徒の心を豊
かにする。

B

・人権集会や平和集会などの事前事後にはク
ラスで道徳の授業を行い、深化補充に努め
た。
・「いのちの授業」ではほぼ全員の保護者の
参観があった。
・人権同和教育については、校内研で指導案
検討や授業研を行い、全学級でしっかり取扱
いができている。
・年間計画に基づいた道徳の授業については
達成率が８５％であり、９０％に達していない。

・ ・

田中・原田

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇毎月の生活アンケートの実施率
100％を目指し、全ての児童生徒と全職
員でいじめの芽を見逃さない力を高め
る。

〇全学級で年間１時間以上は、命に関
する授業を公開し、職員間の意識を高
める。

・児童生徒に月１回の生活アンケートを
実施し、児童生徒の人間関係の把握に
努める。また、些細な困り感のある児童
生徒を見逃さないようにＳＣやＳＳＷと連
携し、計画的にいじめ防止に取り組む。
・人権･同和教育や道徳の時間、職員に
よる人権講話を定期的に実施する。

A

・毎月生活アンケートや自尊感情に関するア
ンケートについて、実施率100％を実現させ、
児童生徒の中でいじめが発生していないかど
うか、きめ細かく情報収集することができた。
・ＳＣやＳＳＷと連携し、児童生徒の困り感を
把握して、適切に対応するよう努めた。
・命に関する授業に取り組み、自分の可能性
に挑戦しようという意欲を育てることに努め
た。

・ ・

出雲

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童（小学６年
生）生徒（中学３年生・義務教育学校９
年生）80％以上とする。

・学活の授業等での進路指導を充実さ
せる。
・各種学校行事や活動ごとに、「めあて」
「ふりかえり」を実施する。 C

・統合への不安が大きい中、高校説明会を実
施することができたが、「将来の夢や目標を
持っている」についての肯定的な回答は78％
に止まった。
・例年通りの学校行事や活動が実施できな
かったため、「めあて」「ふりかえり」を通した充
実感を味わうことができなかった。

・ ・

松岡・深堀

●「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒９０％以上とする。

　　『早寝　早起き　朝ごはん』について
・目指し、朝ごはん日記の実施する。
・保護者や児童に向けての講演会を実
施。
　　『食物アレルギーの対応』について
・いつ、だれにアレルギーが出てもおか
しくないため、児童の異常に気付けるよ
う常に児童を観察する。
・教職員が児童の変化に気づける目を
養えるように研修会を実施する。
　

B

・朝ごはん日記で朝食摂取率は１００％であっ
た。
・給食後の児童生徒の様子を観察すること
は、十分にできた。
・食育の学習は、栄養教諭の先生や各担任
の先生ですることができ、子どもたちは朝ごは
んの大切さを知ることができた。

・ ・

前田・山浦

○運動習慣の改善や定着化 ○「運動やスポーツが心身の健康の保
持増進に大切である」と考える児童生徒
85％以上にし運動習慣の定着化を目指
す。

・部活動を通して、活動する意義や目的
を伝える。
・体育の授業以外で、運動やスポーツを
行えるような手立てを行い、自宅等で活
動できるようにする。 A

・「運動やスポーツが心身の健康の保持増進
に大切である」についての肯定的な回答は
90％であった。
・試合等で滝野校として活動する際に、挨拶
やマナー等の大切さを伝え、学校代表として
活動していることを周知した。
・夏期休業中に、課題として自宅でできる活動
を提示することができた。

・ ・

徳永・門司

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・教職員の放課後の業務改善の支援や
会議の精選をすることで、職員の業務に
取り組む時間の確保に努める。

・定期的な定時退勤日と計画的な夏季
休暇、年休取得を確実に実施していく。

・管理職は、日常の勤務状況と業務記
録を基に教職員の勤務実態を把握し、
適宜声掛けを行う。

B

・業務改善委員会を設置し、学校組織として
教育課程を見直し、朝の活動を削減し、授業
開始時間を早め、放課後の業務取り組み時
間の確保を行った。

・夏季休業中に５日間の夏季休暇＋年休2.5
日取得を設定し、教職員が休暇を取得しやす
い環境を整備した。

・｢毎月の時間外勤務の削減や定時退勤日の
実施、計画的な年休取得に取り組むことがで
きましたか。｣のアンケートに肯定的な評価は
８３％であった。

・全職員の時間外勤務時間の平均１７時間。

・ ・

貞松・江頭

〇行事計画を次年度に向けて見直し、
スクラップ＆ビルドを実践する。

〇学校行事、ＰＴＡ行事等、教職員が関
わる行事について、２割削減を目指す。

・コロナウイルス感染拡大防止に伴い、
各種行事の中止･延期、規模縮小・時間
短縮を実践し、児童生徒にとって本当に
必要な行事だけに精選をする。 A

・｢学校行事、ＰＴＡ行事等、教職員が関わる
行事について、本年度削減できたと思います
か。｣のアンケートに肯定的な評価は９２％で
あった。

・朝の交通当番や週休日の行事を削減したこ
とにより、時間外勤務の削減につながった。

・

貞松・江頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校作り

○家庭･地域とつながり、地域を元気に
する学校づくり

○学校評価アンケートにおける「開かれ
た学校」において肯定的な回答をした学
校評議員、保護者を８０％以上にする。

・地域の人材を活用して、児童生徒が郷
土の歴史や文化に触れる機会を設け
る。

・学校からの情報発信に心掛け、学校
行事、地域の伝統行事において、積極
的に相互協力を行う。

・地域行事を確実に把握し、参加、協力
することで地域との連携を深める。

C

・中間評価において、肯定的な回答は学校関
係者は７５％にとどまり、保護者は１００％の
回答があった。また、教職員は７１％であっ
た。これは、年度当初からコロナウィルス感染
拡大防止にともない、外部人材の活用を制限
してきたためであると考えられる。

・学校からの情報発信は｢学校便り｣、｢ホーム
ページ｣、｢学年便り｣のみになっている。

・保護者参観日は９月の｢ふれあい道徳｣の1
回のみであった。

・地域行事がコロナウィルス感染拡大防止の
観点から中止になることが多く、参加・協力が
できていない。

貞松・江頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・主体的な学びにつながる授業の工夫、対話的な学びの工夫、分かる授業の工夫を実践することができた。（①全員授業　②ワールドカフェ方式の事後研　③「めあて」「まとめ」「振り返り」のある授業の実践）

・小規模校の特性を活かし、教職員は学校生活の中で授業だけではなく様々な場面で児童生徒と関わりを持ち、道徳教育、人権・同和教育に取り組んできた。

・児童生徒は地域の方々と年間を通じて様々な活動（花いっぱい運動、地域の除草作業、体育大会・学習発表会ごの地域ふれあい活動　等）で交流を実践することができた。

２　学校教育目標 自ら学び　心豊かで　志を持って生きる児童生徒の育成

３　本年度の重点目標

①　分かる授業の構築と確かな学力の向上

②　豊かな心と健やかな体づくり

③　家庭･地域とつながり、地域を元気にする学校作り

学校名 伊万里市立小中一貫校滝野校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

今回は、『中間評価』の記入をお願いします。

・なるべく簡潔にお願いします。

・学校評価【小・中】（記載例）《左から二番目のフォルダー》と

アンケート(学校関係者、保護者、児童生徒、教職員)を参考にしてください。

・成果指標と照らし合わせ、数値目標の達成度を記入してください。


